




























































た（ e.g., Evans-Pritchard 













種々の言説―「継受されてきた知識（received wisdom）」（Leach and Mearns 1996）―が
検討の対象となった。近年では、牧畜民の生業実践を「不合理」と断罪するこのような「知
識」が、実証的な反駁を受けてもなお「継受」されていくという状況の社会的・政治的な
背景や不均衡な権力関係にも、分析の光が当てられている（e.g., Brockington and 






















































図２ ラクダと牧夫 出典：筆者撮影 









































































る（Gauthier-Pilters and Dagg 1981）9。しかも、ほかの家畜とは異なり代謝と体内冷却
のために多量の水分を必要としないラクダは、長期間に比較的多量の泌乳が可能という特
徴もある（Anderson et al. 2012: 387）10。北ケニアに暮らす人びとは、このように乾燥地
に適応した諸性質を備えたラクダによって、生を支えられてきた。そして、20 世紀初頭に











10 ラクダは 10から 15日のあいだ給水なしで生存することができる。さらにその間、一日
に 20リットルの乳を出すことができる。また、ラクダの乳はウシの乳と比べてタンパク質
と乳糖に富み、脂肪分が少なく、ビタミンとミネラルも豊富である（Anderson et al. 2012: 
387）。 











































































                                                   
14 もっとも北部辺境県の場合、ケニアのほかの地域とは異なり、第二次世界大戦後のワジ
アを例外として輪換放牧（rotational grazing）の計画が実施されることはなかった





ながった（Dalleo 1975: 111-113）。 
17 1930年代にワジアで創設された王立ワジアヨットクラブ（The Royal Wajir Yacht Club）
の会員が着用したロイヤルブルーのネクタイには、砂漠の船の象徴としてラクダが施され
ていた（Fullerton 2008/2009: 9）。この団体は、海から 400キロメートルも離れた内陸地
で活動した、特異なヨットクラブであった（Chenevix-Trench 1993: 137）。 
18 正確には、レンディーレの人びとは衣服とラクダの直接的な交換に難色を示したので、
まず衣服を羊と交換し、その羊と交換にラクダを入手する、という迂回手順を踏むことに































ある、という理解を得ていた（Huxley 1935: 44）。 
19 Handing Over Report, 1930: PC/NFD 2/1/1. 
20 1948年になっても、北部辺境県内の道路は 3トン以上の重量の自動車には耐えられない
と言われていた（Ref. No. VET. 23/5/IV/78: DC/ISO 3/20/2）。また、現在でも北ケニアの
道路の多くは舗装されておらず、とくに降雨のあとは通行が極めて困難になる。 
21 具体的には、例年 3月半ばから 6月半ばと、10月半ばから 12月半ばまでの雨期のあい
だすべての道路は閉鎖され、県長官が特別に許可した場合をのぞいて自動車の走行は禁止




とされている（Circular No. 1/60, May 2, 1960: DC/ISO 3/4/8）。 
22 たとえば 1922年の時点でモヤレまで荷物を運ぶ場合には、マルサビットまでまず牛車を
用いて、そこからラクダに荷物を載せ替えていた（Northern Province Annual Report, 


























                                                   
23 ケニア警察隊と部族警察隊はともに、放牧地管理と不法な領地侵入の監視、首長の職務
の補助など、北ケニアの法と秩序の維持を担っていた（Isiolo Handing Over Report, 1957; 
Allen 1979: 103-104）。ドゥバス（dubas）と呼ばれた部族警察隊は、ソマリとボラナの名
家の子弟から選出され、サファリの際は県長官の警護だけでなく通訳やメッセンジャーの
役目も果たした（Allen 1979: 103-104; Dalleo 1975: 225-227）。 
24 Northern Frontier District Policy, August 23, 1945: DC/ISO 1/5/1. 
25 後年ソマリランド保護領の総督を務め、若い行政官たちからは「リースおじさん」とい
う愛称で慕われた G. リース（G. Reece）が、好例を挙げている。ある日サファリ中の G. リ
ースは、ヤギを放牧している一人の少年と出会った。父親はどこにいるのかを尋ねると、








ジ（Imperial College of Tropical Agriculture）で学んだあとの 1934年に、当時イギリス
の委任統治領であったタンガニーカに赴任した。その際に彼は、上官から一ヵ月に 20日以
上サファリをして過ごさなければ離任させると言われた。実際、サファリを十分おこなわ
なかった 2、3名の職員は、職を解かれたという（Mss. Afr. s. 1426）。 
図３ 北ケニアの道路 
出典：筆者撮影    



























の犠牲者となった者がいた（Allen 1979: 98）。1935年にターンブル（R. Turnbull）が初め
て北部辺境県で赴任したときも、その前任者は神経症に罹ってすでに離任していた（Mss. 
Afr. s. 2108）。 
29 G. リースと結婚しケニアにやってきた A. リース（A. Reece）は、G. リースの上官に
当たるグレンディ（V. Glenday）と初めて面会するまで、滞在を拒まれるのではないかと
戦々恐々としていた。しかし、実際に対面したグレンディは「乳のように穏やか」で、彼
女を拒まなかった（Huxley 1985: 164）。 
また、1948年に社会人類学者のガリバー（P. Gulliver）が植民地社会科学研究評議会（The 







取り調査の面で貢献することになった（A. Richards to P.A. Wilson, March 17, 1948: CO 
927/64/1; D. O’Hagan to P.A. Wilson, April 29, 1948: CO 927/64/1; A. Richards to P. 
Canham, January 13, 1949: CO 927/64/1; Gulliver 1955: vii）。 



























                                                                                                                                                     
げられた。他方で行政官たちは、スポーツのほかにも、小説を著したり勤務地で歴史学、
言語学、民族誌的な調査をしたりして余暇を過ごしていた。彼らは Tanganyika Notes and 
RecordsやThe Uganda Journal、The Nigerian Field、Africa、Journal of the Royal African 








に、「ライオンの乳母」（Huxley 1985: 154）や「北部辺境県係（wallah）」（Chenevix-Trench 
1993: 136-137）、「髪に砂の絡まった男たち」（Kirk-Greene 2006: 71）がある。 
32 たとえば 1914年からは、サンブルとレンディーレは家畜の 1.5パーセントを納めること




出た。行政側はこの行動に対して、懲罰としてさらにラクダ 100頭を科した（Wajir Handing 




った（Dalleo 1975: 208）。 


































も採食できるようになる 5 歳から 6 歳頃がよいとしている。これらの指摘に表れている、
ラクダの体調と性質に関するきめ細かい配慮は、ラクダの扱いに明らかに困惑していた先




クダが死亡した場合の補償額は 40シリングと定められていた（Ref. Your T&T. 28/3/2/1158 
of 22. 12.39., December 28, 1939: DC/ISO 3/20/2）。 
36 Masabit Annual Report, 1910-1911: PC/NFD 4/1/3. 
37 PC/NFD 5/5/10. 
ソマリ語 英語 
ado mange 
sikio elbow brushing 
dukkan trypanosomiasis 
kud (garat) glandular fever 
dugato a chesty cough 
aur baggage 
gelup a prime camel  
duffan castrated camel 
kod uncastrated male 
hal, gazin female camel 





































に畜産サービス局（Department of Veterinary Services）の一部局として、アフリカ家畜
市場化機構（ALMO; African Livestock Marketing Organization）が組織された（Aldington 
and Wilson 1968: 2-3）。アフリカ家畜市場化機構は、家畜をアフリカ人の居住地域から安
定的に供給することによって、「土地の収容力に見合うように過放牧地域から（家畜を）削




39 Northern Province Handing Over Report, 1934: PC/NFD 2/1/1; CPK, NAD, 1931: 21. 







に、1951 年にはイシオロから約 35 キロメートル北方に位置するアーチャーズポスト
（Archer’s Post）に、簡易式の屠畜場を設置した。この屠畜場は、「生産性が低い割に放牧
地資源を浪費してしまう屑家畜を、牧畜民が手放すよう促すことによって、牧畜民の家畜





















                                                   
40 Ministry Directive on ALMO: PC/NGO 1/7/24. 
41 Draft, Reduction of Livestock in African Areas: Field Abattoir: BV 12/323. 





的な影響が出るでしょう」、というのが、その理由であった（Northern Province Handing 
Over Report, 1951: PC/NFD 2/1/4）。 
44 Provincial Livestock Marketing Committee, July 18, 1959: AGR 1/55. 
45 とくに問題とされたのが、ワジアからほかの県へのラクダの流入であった（Record of the 
Sixth Meeting of the Northern Province Livestock Marketing Committee, August 27, 
































験してきた（Anderson 2014; Lochery 2012; Whittaker 2012）。他方で国家体制内の政治





換によって、ラクダは 300から 400シリングという架空の価値（fictitious value）がつい
ています。サンブルではしばしば、600シリングに相当する 3頭の去勢オスと交換されてい
ます。」また、この会議で北部辺境県に隣接するリフトバレー州の長官は、「リフトバレー
に市場のない家畜が増えるのを望んでいません」と意見を述べている（Record of the 
Second Meeting of the Northern Province Livestock Marketing Committee, August 29, 
1959: AGR 1/55）。 
47 Northern Province Handing Over Report, 1953: KNA/PC/NFD 2/1/4; Dalleo, 1975: 
177-178. 



























カ科学史研究でも注目されているテーマである（Beinart 2000; Bonneuil 2000; Brown 





















Mss. Afr. s. 1426 
Mss. Afr. s. 2108 
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One-humped Camel and the Colonial Rule on the Desert：An Inquiry into the 
Colonial Rule and Resource Utilization in Northern Kenya in the First Half 




In northern Kenya, many pastoral nomads are living off such livestock as 
camel, cattle, goats, sheep and donkeys. Among them, camels are important assets, 
especially for Eastern Cushitic speakers such as the Somali and Rendille. For them, 
camels are precious livestock not only economically, but also in terms of social, political, 
and religious significances. Additionally in the past, camels were important also for the 
British colonial officers and administrators who came here in the early twentieth 
century. This article explores colonial relationship between the local officers and the 
pastoral nomads in northern Kenya in the first half of the twentieth century by 
examining colonial ways of evaluation and utilization of camels. 
  In northern Kenya under the colonial rule, considerable restrictions were 
imposed on the indigenous economic activities, which depended heavily on camels that 
adapted well to the arid environment. In contrast, camels were utilized not only for 
transport and patrolling purposes, but for underpinning the collective identities of local 
colonial officers. On the other hand, although camels were good producers of meat and 
milk, these merits were not utilized for the colonial purposes. They had to utilize camels 
selectively on their purposes, for the local officers were in a fragile position ecologically 
and institutionally in northern Kenya. This article demonstrates that the colonial 
relationship between the rulers and the ruled can be characterized as complicated, in 
the sense that both were asymmetrical in a legal aspect on the one hand, and both were 
conditioned for their practices by the environment on the other. 
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Colonial Rule, Resource, Mythologization of Pastoralism, Camel, Kenya 
 
 
 
